　　オーイン祭り
葦川　ヨシ　

　威勢よく響く屋台のおやじの声。
小さな子供のはしゃぎ声。
黄色い声を出して通り過ぎていく少女たち。
木々のざわめき。
セミの鳴き声。
そして、風車の回る音。

　僕は右手に空気よりも軽い飴、左手には七色に光る水の玉を持って、立ち並んだ屋台の間を歩いていく。特に行き先や目的があるわけではない。ゆっくり歩きながら、時々ふらりと屋台に立ち寄り、そこで気に入ったものを買っていく。それだけで十分この祭りは楽しめる。心地よい夕方の風が、僕の汗を吹き飛ばしていく。
「それ、いいね」
　声をかけられて振り返ると、そこに小さな女の子が立っていた。十歳にも満たないであろうその女の子は、熱心に僕の左手の水玉を見つめている。
「どこで売ってたの？」
僕を見上げ、小首を傾げて尋ねる。二つに結んだ髪がふわりと風に揺れた。
「Ｂブロックの十七だよ」
　僕が屋台の場所を言うと、彼女は満面に笑みを浮かべて、
「ありがとう、お兄さん」
　と感謝の言葉を述べた。そして、跳ねるように走り去っていく。売り切れる前に水玉を買いに行くつもりなのだろう。まるで子ウサギのような子だ。そういえば、ご両親が見当たらなかったが、お金はちゃんと持ってきているのだろうか。オーイン祭りの日だから、お小遣いをたくさん貰ったのかもしれないな。
　僕は苦笑いをして、またふらふらと歩きだした。

　オーイン祭り、その起源はよくわかっていない。おそらく古くからの神を祭るためだと思うが、それを調べるのは民俗学者の仕事であって、僕の仕事ではない。だから、オーイン祭りが何のために行われるかは、僕は知らない。祭りの参加者もほぼ全員が知らないのだろう。
この祭りは、夏も終わりかけたある一日に、町の隅にある林の中の広場で行われる。人の手があまり入っておらず、整備さえもされていない林だけれども、この日だけは人が集まり屋台が立ち並び、世の中の不思議な物品が売られる。これらの物品は、屋台を出す各人がおのおの集めたものだ。売っていいものに決まりはなく、各人が不思議と思えるものであれば、かなり胡散臭い妙薬、妙な写真、最先端の技術を使った物、はたまた貴重な宝石まで、何でも売られている。
屋台を出す人達は一年かけてこの祭りにふさわしいものを探している。この祭りの日にどれ程珍しい物を出せるかは、彼らにとってかなり重要なことなのだ。毎年、祭りの最後に一番珍しいものを見つけられた人を決めるのだが、その一人に選ばれると、賞金と一年間町中の人間から尊敬されるという特権が得られる。屋台を出すのは決まった人でなく、申請すれば誰だって屋台を出せるので、この祭りは普段目立たない人が活躍の場を得る絶好のチャンスでもある。
僕は立ち並ぶ屋台を見て、来年こそは出店しようと毎年思うのだが、いつも忘れてしまう。不思議な物はそう簡単に見つかるものではない。一年中探し回る覚悟がない限り、どうせ大したものなど売れやしないのだ。
そんなことを考えながら、今年も見るだけのオーイン祭りを満喫するつもりでいた。この祭りは見るだけでも十分楽しめるのだから。

突然、屋台が途切れた。いつの間にかＣブロックの端まで来てしまっていたようだ。僕はため息をつく。あと残りは二つのブロックだから、日が落ちる前に回りきるだろう。
何かが足元を高速で駆け抜けて行った、気がした。風が吹く。さわさわと木々が耳障りな音を立てる。
行く先を変えようと僕は振り返った。ふと、何かが変だなと感じる。目の前にあるのは、長く続く屋台、変わらない風景。けれども何かが違う。僕は、さっき何かを見なかっただろうか。して今の違和感。変わらぬ風景の中で、何か一つ、しかし決定的な一つが抜け去ってしまった気がする。
「待て！」
　突然、屋台裏から少年が飛び出してきた。何かを探しているのか、辺りを見回している。しかし、人が多すぎたのだろう。やがて少年は、苦々しげに
「どこに行きやがった」
　と呟き、舌打ちをした。
「一体どうしたんだい？」
　僕は気になって少年に尋ねた。少年は振り向きもせずに答える。
「どうしたもこうしたもねぇよ。はしゃぎやがって、どっかに逃げ去りやがった。せっかくオレが管理しに来ているのに、おとなしくする気配もなし。一体どうなってんだよ」
「探すの手伝おうか？」
　僕が言うと、少年はやっと僕の顔を見た。と、不快な物を見たかのような表情になる。
「オマエ、なんでため口なんだよ？」
「え？」
「明らかにオマエの方が格下じゃねぇか。なのになんでオマエはため口使ってんだよ、って聞いてんだ。それくらいの言葉の意味はわかるよな？」
「格下？　見た目からして、僕の方が年上だよね？」
「はぁ？　なに、オマエ見た目で判断してるの？　オマエ相当バカだろ。見た目とかあてになんねぇっつーの」
「では何で判断すればいいんだ？」
　弁が立つ少年に嫌気がさし、僕は彼の言葉をさえぎって聞いた。少年は不満を隠そうともせず、
「そんなこともしらねぇのか、これだから若い奴は……」
  などとえらそうに言う。一体どちらが年上だというのだ、訳が分からない。彼は目を見開いて、僕を見つめる。もしや驚いているのだろうか。僕の年齢を確認もせず話しかけていたのかもしれない。
　だが、彼の次の言葉は予想外のものだった。
「お前、まさか人間か？」
  何を寝ぼけたことを。わかりきった事を尋ねて、僕をからかっているのか。
「もちろん人間だ」
「じゃあ、なぜ影がないんだ？」
  少年の言葉にはっとした。そうだ、さっきの違和感。恐る恐る視線を下げる、たくさんの脚、夕日が照らす屋台の影、そして僕の足には、影がない。
「そうか、やっちまった！　あいつが、お前の影をとっちまったのか。お前がいけねぇんだ。ふざけんじゃねぇ、長い修行を続けてやっとオーイン祭りの祭主になれたのに、これで終わりかよ。お前のせいで、お前のせいでオレは……」
  今にも泣き出しそうな声で、よくわからないことを叫び続ける少年。本当に泣きたいのは僕の方だというのに。
「一体これはどういうことなんだ？  わかりやすく説明してくれ」
「オレがこの祭りの中に紛れ込んだ影喰いをとらえ損ねた。だからお前の影は影喰いに持ってかれたんだ」
「影喰い？」
「そうだよな、普通の人間は知らんよな。影喰いはこの林に住む化け物だ。好物は人間の影。林の中からでることは出来ないから、普段は人間に危害を加えることはない。一年に一度この祭りの日だけは、人間がこの林にやってくる。その人間の影を狙って、影喰いは、やってくるんだ。そんな影喰いから人間を守るのがオレ達、祭主。でも今年はしくっちまった。これでもうオレは……」
「影がなくなるとどうなるんだ？」
  すぐに自分の話題に変えようとする少年を制し、僕は尋ねた。彼は自嘲的な笑みを浮かべる。
「こうなるんだよ」
  そう言って、彼はまず人差し指を自分に向け、そのままゆっくりと下を指した。つられて僕もその指の先を目で追う。あっ、と言いかけて、口をつぐむ。彼の足下にも、影はなかった。
「影を無くしたやつは、祭主になる修行を積まなきゃならなくなる。祭主になるには、少なくとも五年、オレなんか十年かかったけどな、それだけの時間がかかる。その間、ずっと林暮らしさ。家族や友人にも会えねぇし、自給自足の生活をしなきゃなんねぇ」
  自給自足！  僕は思わず顔をしかめた。無理だ、出来るはずがない。気候管理され、しかもペットと一部の管理された虫しかいない生活区域暮らしの僕に、全く管理されていない林に住めとは、無理な話だ。
「そうだよな、生活区域暮らしにゃ無理な話だよな。最初はオレもそう思ったが、なれちまえば何とかなる。それに、まだ終わった話じゃねぇんだ」
  彼はニヤリと笑った。
「影喰いが影を喰うのは日が落ちた後だ。その前に影喰いの野郎を捕まえる」

　斜陽が林の中を赤く照らす。人々はすでに思い思いの物を買い、何かしらの不思議な物を持ち、楽しげに歩いている。その人ごみの中で、片手に虫取り網を持ち険しい表情をした僕は、明らかに場違いだった。
　虫取り網は例の祭主の少年に渡されたものである。
「ないよりはマシだからな」
　と、言って彼が差し出した物は、見た目は全く普通の虫取り網と変わりがない代物だった。
「これは特殊な捕獲道具なのかい？」
「そんなわけねぇだろ、バカ。見てわかんねぇのか、これは虫取り網だ」
　見た目で判断するなと、彼は言っていた気もするが、とりあえず指摘しないことにした。なにせ時間がないのである。夜はすぐ先に迫っていた。
「こんな物で影喰いってやつは捕まえられるのかい？」
「たぶん、無理だな。影喰いってのは結構すばしっこいヤツだし、用心深くて簡単には出てこねぇんだよ」
　なぜ虫取り網なのかはわからない。僕が受け取ると、彼は満足そうな笑みを浮かべ、
「じゃあ行ってくるな」
　と、言ってくるりと背を向け歩きだした。
「行ってくるってどこへ？」
　僕が尋ねると、彼は体の向きは変えず顔だけこちらを向いた。うんざりとしたような顔をし、いらだたしげに言う。
「影喰いを捕まえるための秘策を持ってくんだよ。お前だって捕まえたいんだろ。だったら、そこでおとなしく待ってろ。で、もし影喰いがまたやってきた場合は、その虫取り網で捕まえろ。捕まるかはわかんねぇが、上手くいけば捕まる。だがその確率は低いから、オレの秘策を待ってろ」
「影喰いってどんな物なんだか、わからないんだけど」
「見た目なんて変るもんだ。あてになんねぇ。お前が何となくコイツは影喰いだと感じられるもんがあれば、おそらくそいつは影喰いだ」
　そして僕は、取り残された。
　何をすればよいかがわからない。それ以上に不安なことなどないと僕は思った。このまま何もしなければ、僕は生活区域に戻れなくなる。それなのに僕自身は何もできないのだ。
　生活区域に帰れなくなることは、想像することすらできなかった。僕は生活区域の中だけで育ってきた。外に出るのは、このオーイン祭りの日くらいだった。生活区域外に何があるかは知らない。植物工場や畜産工場なしで、食生活が成り立たせる方法も知らない。小学校の時にイネ科の植物をバケツで育てたことはあったが、その時作ったのは一食分にも満たない量であった。自分で食べる量を自分で生成する方法など、あるのかさえもわからない。
落ち着くことができず、その場を動こうと思った。下手に動いて少年が見つけられなくなってはいけないと考えなおす。結局何もできずに、同じ場所を行ったり来たりを繰り返した。影がないと存在感が薄くなるらしく、僕のあやしい動きを気にかける人間はいないようであった。もっとも影があったとしても、あまり気にかける人はいないだろうが。
近くの屋台から紫煙の蝶が飛び立った。ひらりひらりと次々と増えていく。どうやら、客寄せをしているらしい。この普通の虫取り網ではこの蝶さえも捕まえることは出来ないな、と思い苦笑いをする。無限に増え続けるかに思われた蝶も、風が吹いて全てあっけなく消えた。
「お兄さん、何やってるの。さっきから同じところを行ったり来たりね」
　突然そう言ってほほ笑みかけてきたのは、僕が水玉の売り場を教えた女の子だった。僕のすぐ目の前に立っていたのに、小さすぎて今まで気づかなかった。買い物はちゃんとできたようで、彼女の小さな掌の上で七色の水玉が淡い光を放っている。
「人を待っているんだ」
「待ってるのに動きまわるの？」
「うん。待っている時はすることがなくて、落ち着かないからね」
「ふうん」
　彼女はつまらなそうに言う。ふと、彼女の視線が僕の下ろした右腕に向かった。とたんに眼を輝かせる。
「それ、何？」
「ただの虫取り網だよ。よくこれ持って甲虫捕まえにいったりしない？　あ、女の子はしないかな……」
「どこで売ってたの？」
「こんな普通の物はここでは売ってないよ。生活区域に戻れば、いろんなお店で売ってるよ」
　それを聞いた女の子は、悲しげな顔で僕を見上げた。この林にはあまり見ることのできない虫が多くいるから、今虫取り網が必要なのかもしれない。取ったところで生活地区には持ち込めないのだが、何もしてあげないのはかわいそうだ。使うかわからないこの虫取り網をあげてしまってもいいのではないか、と思う。
「秘策持って来たぜ」
タイミングよく、少年が戻ってきた。両手に不透明な箱を抱えている。僕は女の子に虫取り網をあげていいか、尋ねてみた。
「もういらねぇからいいけど、その女の子ってのはどの子なんだ？」
　いつの間にか彼女はいなくなっていた。
「それよりも、早くしねぇと間に合わなくなっちまうぜ。秘策持って来たんだから」
　そう言いながら、少年は箱を開く。中に入っていたのは、加工肉のようなものであった。
「こいつは影喰いが唯一影よりも好む食い物なんだ。これを使って影喰いをおびき寄せる。あいつらは取った影を、食う時までずっとくわえている習性があるんだが、物を食う時だけは影を傍らに置く。その瞬間をねらってオレ達は影を取り返す」
　捕まえ方が意外と単純だったことに驚いた。もっと特殊な方法を使うと思っていた。本当にこのようなやり方で上手くいくのかと疑いそうにもなるが、彼の真剣な口調には説得力がある。
「いいか、チャンスは一回だぞ。一度失敗したら影喰いはどっかに隠れちまって、二度と影を取り返すことは出来なくなるからな」
　僕は黙って頷いた。

　日の入りまで残された時間はほんのわずか。
　けれども、影喰いが現れる気配は全くなかった。
「本当に影喰いは来るのか？」
　僕が尋ねても少年は黙ったまま、口を開こうともしない。焦りと不安はつのるばかりだ。人のいない屋台裏にぽつんと置かれた肉。そして、物陰からその肉を真剣に見つめる男二人。それは滑稽な光景だったが、笑うことができない。
　セミの鳴き声が耳障りだ。何かに集中しようと思った時、こんなにも夏の虫の声が邪魔になるとは思いもよらなかった。生活区域の虫はもっと静かだ。生活区域には、うるさくないと考えられた限られた数のセミのみがいた。管理された場所では、便利で快適な生活が保障されていた。変化のない毎日。平和だけども、つまらない毎日だ。
　木々がざわめいた。この林での生活も悪くはないかもしれない。
　そっと足元を何かが駆け抜ける。
「あっ」
僕らの目の前に現れたのは、黒っぽい色をした四足の生き物。柔らかい毛の生えた胴、ふさふさの尻尾、穏やかそうな眼、少し突き出た鼻、足元には影がない。僕は、この生き物こそ影喰いであると悟った。
横を向くと、少年が頷き、右手の親指をぴんと立てた。
「当たりだ」
影喰いは慎重に辺りを嗅ぎまわり、ゆっくりと肉に近づいてきた。肉のにおいも嗅ぐ。そうだ、それだ。それこそがお前の大好物なんだろう。ならばためらわず、一気にかぶりつけ！
影喰いは肉に喰いついた。
その瞬間を見逃さず、僕らは物陰から躍り出る。
少年の足は速かった。
影喰いは僕らに気付いたが、もう遅い。
その四肢が動く前に、少年の腕が胴をとらえていた。
「あがいたって無駄だ。おとなしく林に戻るんだな」
　もっと大変なことなのだと思っていたが、影喰い捕獲はあっけなく終わった。味気ない終わりだな、と思ったがまだ本当の終わりでないことに気付いた。笑う少年を横目に、僕は自分の影を探す。今彼が立っている場所が肉があった場所だ。その近くの地面に影は置いてあるはず。しゃがみ込み、地面すれすれの場所を探す。
おかしい。
影喰いはこの辺りからやってきたはずだ。何もないはずはない。ここに影はなくてはならない。ないということは、ありえてはいけないはずなのに……。
「どうしたんだ？」
　やっと僕の異変に気付いた少年が声をかけた。彼はのんきに影喰いを肩に担いでいる。
「影がないんだ……」
「はぁ？」
「僕の影が、ここにはないんだ」
「そんなわけねぇだろ、バカ。ちゃんと探せ。絶対あるはずだ。影喰いはちゃんと捕まえたんだからな」
　少年は吐き捨てるように言う。ないものはないのに。僕が言い返そうとすると、何も言う前に彼は驚いたように眼を見開いた。見る見るうちに顔色が悪くなっていく。今まで涼しげだった顔から、一滴の汗が流れおちた。
「ちくしょう、なんてこった！」
　突然彼は叫んだ。彼はいらだたしげに言う。
「今、影喰いのヤツが目の前を通り過ぎて行った。お前の影をくわえたヤツが、な」
　通り過ぎて行った？　僕たちは無事に影喰いを捕まえたのではなかったのか？
「これは偽物だったの？」
「いやコイツも本物だ。それは間違いねぇ。だがな、影喰いは一匹じゃなかったんだよ」
　僕たちが捕まえたのは、違う個体だったのか。これでは、全てがやりなおしではないか。薄暗くなった広場。夏の風が、冷たく感じた。
「まだ終わりじゃねぇ、あいつはまだお前の影をくわえていた。まだ夜は来てねぇんだよ。とにかく追おう。走っているだけじゃ追いつけるわけねぇが、もしかしたら奇跡があるかもしれねぇ」
　言い終わる前に、僕と少年は駈け出していた。僕は信じている。きっと、何かが起こる。平凡な人生に奇跡が起こるとしたら、今日という日以外は考えられない。

　彼女は一人だった。
　彼女は笑っていた。
彼女は巨大な蛇を睨みつけていた。
　僕は驚いた。影喰いを追った先にいたのは人の影をくわえた黒く長く四肢のない生き物。確かに影喰いの姿形など、あてにならないものだった。そしてもう一人、光る水玉を買って虫取り網を興味深げに眺めた、あの女の子。
周りの人間は、だれ一人として彼女を助けようとしない。それどころか見ようともしない。
「君、危ないよ！」
　僕の叫び声が聞こえないのか、彼女は振り向くことも、表情を変えることもしなかった。もう一度、叫ぼうとする。
「待て、お前はまだ中途半端な存在なんだ。どんなに目立たないっつっても、あんまり叫ぶと怪しまれるぞ」
　少年の言うとおり、周りにいる数人の人間が振り向いた。だけども、今はそんなこと大した問題ではない。彼女に危険が迫っているんだ。僕は再び声を出そうとした。
「待てって言ってんのがわからんのか、バカ。落ち着いてあの女の足元を見てみろ」
　そうか。彼女にも、影はなかった。
「どうやら、奇跡はおこったようだな」
　少年は呟いた。彼は笑っていなかった。影喰いがじりじりと女の子ににじり寄って行く。
「あの子は、姿はあんなだが、影喰いの好物だ」
　僕は、思わず女の子の元へと走り出した。
「おい、助かりたくねぇのか？」
「助かりたい、でもそれ以上に、あの子を助けたいんだ！」
「ふざけんじゃねぇ、お前、ほんもんのバカだよ！」
　少年は、僕を抱えこみ、暴れる僕を抑えつけた。彼は強かった。とても僕にかなう相手ではなかった。
　巨大な影喰いは僕の影を置いた。影喰いは大きな口を開けて、女の子を飲み込もうとする。牙が光る。僕は思わず目をつぶりかけた。
その時、女の子は僕の方を向いてほほ笑んだ。
「ありがとう、お兄さん。おかげでいろんなもの見れて、楽しかったよ」
　向き直り、口を開いた影喰いを見る。まっすぐな瞳で。
　信じられないことが起こった。
　木々がざわめく。
　世界が揺らめく。
　つむじ風が吹いた。
近くの屋台に並んだ商品は舞い上がっていく。
「えっ」
　思わず発した声さえも巻き上げ、つむじ風はどんどん大きくなっていく。人々の悲鳴が響く。
僕は風に飛ばされまいと必死になりながらも、僕は目の出来事を見ようと、まぶたを開けた。
つむじ風の真ん中、そこにはもう女の子はいなかった。代わりにいたのは、とらえどころのない白い生命体。

　どこかで読んだことがある。外の世界には、蛇という凶暴性と狡猾さを兼ね備えた生き物がいると。その生き物の敵は、空を舞う巨大な鳥であるらしい。
　いや、違うな。これは鳥じゃない。
この子は、翼のある人だ。

「酷いもんじゃねぇか。あいつ、めちゃくちゃにしちまった」
　少年の言うとおりだ。僕の近くには、ゴミか資源かわからない物が散乱している。人々は飛んで行った商品の回収、壊れた屋台の修理に追われていた。
「結局あの子は何だったのかな？」
「影喰いの好物に擬態しておびき寄せ、ヤツらを食っちまう生き物がいるというのは聞いたことがある。だが詳しいことはよくわかんねぇ」
　彼は笑う。
「まぁ、結果が良けりゃ何でもいいじゃねぇか」
　そう言って、少し飛ばされていた僕の影を差し出した。僕はそれをそっと受け取る。そわそわして少し冷たい。
「これで初めての祭り、無事終わりだな」
「君はまた林に帰るの？」
「そうだな、これでお別れってやつだ。じゃあな」
　彼は片手をひらひらと振る。憎たらしいと思うことの方が多かったのに、なぜだろう。何となく、寂しい。
「来年、また君に会えるだろうか？」
「さぁな、そりゃお前次第だ」
「もう君には会えなく……いや君が見えなくなってしまうんじゃないだろうか」
　少年はきょとんとした。彼は一瞬答えに詰まる。そして笑って
「なぁんだ。バカだと思ったら意外と勘は鋭いんだな」
　と言った。
「確かにな。たぶんオレたちはもう逢うことは出来ないだろうな。どうしてわかったんだ？」
「影をなくして以来、僕は他の人に気付かれにくくなった。君なんか他の人には全く見えていなかったようだからね」
「ご名答。影のないような人間や生き物ってのは、普通の人間には見えにくい。というか見ようとしない。見たくないもんや、あるとは思ってないもんは見えないもんだ。例え本当は存在していたとしてもな。お前もそうだ。お前は影を取り戻しさえすりゃオレとの縁もなくなるし、オレのいる必要もなくなる。そりゃ見えなくなるだろうな」
　それだけの縁。影を取り戻すためだけの仲だったということか。
「お前、まさか落胆してんじゃねぇだろうな」
　僕は頷いた。
「やっぱりバカは最後までバカか。なんだってそうだよ。お前だってさ、今までの友達全員覚えてるか？　覚えてねぇだろ。友達ってのは、最低限、現在進行形で共有できるもんがなきゃいけねぇの。ほらっ、早く影くっつけろ」
　そう言って彼が僕に渡したのは、瞬間接着剤だった。こんなものでくっついてしまうのか。僕は苦笑いをした。
共有できる物。生活地区内に住む人間と、管理外区域で生活する人間ではないだろうな。
「いやぁ、年取っちまうと説教臭くなるなぁ。いけねぇや。これでも、影なくなってから年取ってねぇから、お前よりも年上なんだぜ。って話したっけ？」
「最初に少し言っていたけれど、詳しく聞くのは初めてだ」
「そうか、これでお前の元の感覚に戻る前に、少しでも知識を増やすことができたな、バカ」
　憎らしい、満面の笑みを浮かべる。最後までこの男は口が減らないなと思った。瞬間接着剤でも影はしっかりと片足にくっついた。もう片側もやらなくては。
「ずっと思ってたんだけど、そんなに人をバカにするのはよくないと思うよ」
「はぁ、バカだな。バカは愛情表現だ、バカ。お前と短い間でも友達になれて楽しかったぜ」
　僕は、はっとして顔を上げた。

僕は右手に空気よりも軽い飴、左手には七色に光る水の玉を持って、立ち並んだ屋台の間を歩いていた。特に行き先や目的があるわけではない。
この近くで、突風が吹いたらしい。屋台の人が片づけで忙しそうで、僕は客でよかったな、とつくづく思った。
突然、大きな音が鳴り響く。
驚いて上空を見上げると、巨大な火の花が咲き、暗闇を照らしてた。
もう日は沈んだんだな。時間のたつ速さに驚かされる。
「それ、いいね」
　小さな女の子が僕を呼びとめた。
